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「この世の子 らはめとった り嫁いだ りす る

が、次の世に入つて死者の中から復活するの

にふさわしい とされた人々は、めとることも

嫁 ぐこともしない。この人たちは、… 〈中略〉

…神の子だからである。」

(ルカによる福音書 20章 34～36節 )

エルサ レムの神殿の境内で毎 日教えてお ら

れた主イエスのもとにサ ドカイ派の人々が来

て、復活についての論争をしかけてきました。

古代のイスラエル社会では、聖書の教えに

従って、ある人が妻をめとり、子がなくて死

んだ場合、その弟が兄嫁 と結婚 して、兄の跡

継ぎをもうけるとい うことが広 く行われてい

ま した。サ ドカイ派はそこか ら、七人兄弟が

いて、長男が子がないまま死に、次男が長男

の妻をめとったがやは り子がないまま死に、

三男、四男 とくりかえして、七人全部が死ん

で、最後に七人全部に嫁いだ妻 も死んだとい

う話を作 りあげました。「すると、復活の時、

その女はだれの妻になるのでしょう。」

よくもこんなことを考えついたものですね。

ここには、子供がほしくても出来ない夫婦や、

若 くして死んで しま う人たちの悲 しみは一顧

だにされていません。確率的にもほとんどあ

りえないことですが、 しか し、そこに彼 らの

用意周到な計算が込められていたのです。

この世では一人の人が同時に複数の異性 と

結婚することは禁止 されています。 しか し配

偶者が亡 くなったあと、別の人 と結婚するこ

とは許 されているわけですね。 この例では、

女性が死後の世界で、自分 と結婚 した 7人の

男性 と再び巡 り合 うことにな ります。 もしも

そこで、 7人の男性 と一緒に結婚生活を送る

としたら、神が到底許 されるはずのない破廉

恥極まることにな ります。かといって、彼女

がそこか ら一人の男性を選んで結婚生活をお

くるとい うのも常識外のことです。

ここでサ ドカイ派は言いたいのです。「もし

も復活 とい うことが本当にあるのなら、こん

な破廉恥で常識外のことが起 こつてしま う。
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神がこんなことを許 されるはずがない。従っ

て復活 とい うことはあ りえない。人は死んだ

ら無に帰るのであって次の世は存在 しない。」

皆 さんの中で、配偶者 と死別 して、再婚 さ

れた方がお られたら、気を悪 くしないでお間

き下さい。…。ある女性が死んで、生 と死を隔

てる川、そんなものがあったらですが、そこ

を渡ったとたん、かつて結婚 し、死に別れた

二人の男性が花束をもつて迎えに来たとした

ら…。 もうどうして良いかわからなくな りま

すね。でも、そんなことは金輪際ないのです。

サ ドカイ派がこんな質問をするのは、彼 ら

が神の力を知 らないからです。主イエスは、

次の世に入つて死者の中か ら復活するのにふ

さわしい とされた人々は、めとることも嫁 ぐ

こともない、と言われます。その理由は、「こ

の人たちは、もはや死ぬことがない。復活に

あずかる者 として、神の子だからである」 と

い うことにあります。

死 とい うことに限界づけられた人間に、神

は結婚 し、子孫を残す とい う恵みを与えて下

さいま した。 もちろん独身を選んだ人などに

は、神は別の恵みを与えてお られますが。た

だこうい うことは、死後の世界では事情が全

く違つて しまいます。キ リス トを信 じ、神か

ら永遠の命を与えられた人は死ぬことはあ り

ません。死は滅ぼされて しまったのです。彼

らが住んでいるのは死のない世界ですか ら、

子孫を残 して、命を未来につないでゆく必要

はあ りません。そこでは結婚生活ではなく、

神の子たちの兄弟姉妹 としての新 しい交わ り

が始ま ります。天使のように死なない命が与

えられると共に、その死なない命をもつて神

に使えることを何よりも喜び とする者たちに、

私たちはなるのです。そのことを信 じること

が出来るなら、サ ドカイ派が言 うようなこと

は全 く問題になりません。

私たちと私たちが愛するすべての人々が、

地上の生涯を力いつぱい歩み、その使命を終

えたあとは今度は天で、永遠の命を生きる者

となることを祈 り、求めて行きましょう。

(2014年 7月 6日 のネL拝説教 より)
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